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日本とマカオの交流は400年以上の歴史

教育旅行のデスティネーションとしても注目

教育旅行先としてのマカ

オの価値に注目が集まっ

ている。豊富な歴史的素材

に加え、高い安全性、親日

的な環境、充実した観光イ

ンフラなど、教育旅行のデスティ

ネーションとして求められる条件

は十分に整っている。急速に発展

する都市生活の一方で、今なお交

易都市としての歴史が息づく街・

マカオ。英語圏にはない、マカオ独

自の魅力は、教育旅行先としての

高いポテンシャルを持っている。

教科書の知識を実体験に

日本と関連の深い素材の数々

　日本とマカオの交流の歴史は16世紀に
まで遡る。マカオ経由で日本に渡来した
ポルトガル人は、鉄砲の伝来やキリスト
教の布教をはじめ、多くの西洋文化を日
本に伝えた。また、日本からも大量の銀や
絹、磁器、工芸品などの交易品が輸出さ
れ、マカオの発展にも大きな影響を及ぼ
した。
　「ルイス・フロイス」や「フランシスコ・
ザビエル」といったポルトガル人の名前
は、歴史の教科書でほぼ全ての日本人が
知っているだろう。教科書では多くても1
ページ程度の記載だが、マカオでは今な
お、キリスト教を普及させた功労者とし
て崇められ、関連する歴史的遺産が多い
のに驚く。
　コロアン島の先端付近にあるコロア
ン・ビレッジには、ザビエルを祀る「聖フ
ランシスコ・ザビエ
ル教会」（1928年建
立）があるほか、マカ
オ半島の世界遺産地
区にある「聖ヨセフ
聖堂」には、ザビエル
の右上腕骨とされる
遺骨が展示されてい
るなど、教科書上の
歴史を実体験できる
素材が数多くある。
　また、マカオ世界
遺産のシンボルとし
て日本人観光客も多
く訪れる『聖ポール
天主堂跡』には、焼失した部分の地下に天
主教芸術博物館と地下納骨堂が併設され、
納骨堂には日本人キリスト教徒の殉教者
の名前も刻まれているなど、日本との深
いつながりを感じさせる。
　宗教的な素材だけでなく、マカオには
博物館や美術館が数多くあるのもポイン
ト。マカオの歴史や伝統、文化を紹介する
「マカオ博物館」をはじめ、交易の歴史や
海洋文化が学べる「海事博物館」、日本と
も関係の深い“孫文”関連のコレクション
を集めた「孫文記念館」など、教育素材と
して利用価値の高い素材が多い。
　とくに「海事博物館」では、マカオの海
洋交流の歴史を紹介するだけでなく、ポ
ルトガルと日本の間で行われた貿易の様
子や、日本の歴史を紹介するコーナーも
あり、日本人が興味を持って見学できる
ようになっている。博物館の近くには海

街歩きでマカオの魅力を

観光局の充実したサポートも

　マカオの総面積は約29.2平方キロメー
トル。東京都世田谷区の約半分程度の面
積しかない。コンパクトな街であるがゆ
えに、徒歩で観光スポットを巡ることが
できるのも魅力だ。とくに世界遺産が集
中するマカオ半島は、バスで巡るよりも
歩く方が効率は良い。治安や衛生面もし
っかりとしており、教育旅行団体でも安
心して班ごとのフリータイムを設けるこ
とができる。
　マカオの街を実際に歩いてみると、東
洋と西洋が融合した文化や急速に発展す
る街並み、それを支えるマカオ人の生活
のエネルギーを肌で感じることができる。
中国的な街並みの中に突如として現れる
ポルトガル様式の街角や、細い路地の先
に見える巨大な建物群、所狭しと品物が
並べられたマ
ーケットの活
気など、日本に
はない生活感
が溢れている。
　入り組んだ
路地を迷いな
がら歩くのも楽しいが、効率よく巡るの
にマカオ観光局が推奨するモデルルート
を歩くのもおすすめ。同観光局では『マカ
オを歩くウォーキングマップ』を無料で
配布しており、各地区を2～3時間程度で
巡れるモデルコースの紹介をはじめ、マ
カオの基本情報やグルメ情報、モデルル
ート以外にある観光スポットなどを網羅
している。
　また、各観光スポットの詳細情報をナレ
ーションで紹介する『マカオを歩くオーデ
ィオガイド』（CD版）も無料で配布、デジ

交流体験可能な「IFT 旅遊学院」

料理体験のプログラムも

　海外校との交流体験も教育旅行で重要
な要素となるが、マカオの『IFT旅遊学
院』では各種交流プログラムを提供して
いる。同学院は、観光スペシャリストの
要請を目的に設立されたマカオ政府公認
の大学兼専門学校で、ホテルマネージメ
ントやツーリズムマネージメントを学ぶ
学生が世界中から集まっている。
　同学院では、半日キャンパス体験や観
光に関する講演、学生同士の交流プログ
ラムなどを実施しているほか、講義用の
キッチンでマカオ料理の作り方を紹介す
る料理体験プログラムも提供している。
料飲部門の専任講師がマカオ料理を代表
する「アフリカン・チキン」などの作り
方をレクチャーするもので、具材の下ご
しらえから始まり、調理の仕方や味付け
のポイントなどを紹介してくれる。具材
の量などを記したレシピも用意してくれ
るので、日本に帰ってからマカオ料理に
チャレンジすることも可能だ。
　また、学院内には学生の実地研修を兼
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の守護神「阿媽（アーマー）」を祀った「媽
閣廟」もあり、海洋都市であるマカオのル
ーツを辿ることができる。

「一国二制度」を肌で感じる

一足のばして中国本土を訪問

　マカオの魅力を堪能したら、一足のばし
て中国を訪れてみたい。マカオから中国本
土へは、陸続きの關閘（クワンツァ）ルー
ト、約5分程度の内港フェリーで渡る湾仔
（ワンチャイ）ルート、コタイ地区から蓮花
大橋を渡る横琴ルートの3つがあるが、こ
のうち観光客でも簡単に利用できるのが關
閘ルートだ。
　關閘まではマカオ各地から公共バスのア
クセスがあるほか、一部のホテルからは無
料のシャトルバスも運行している。關閘で
は、まずマカオ側のパスポートチェックを
行い、その後に歩いて中国とマカオの境界
を越える。中国側でもう一度パスポートチ
ェックを受ければ、中国へ入国したことに
なる。出入境審査場が混んでなければ10分
程度の所要時間だ。日本国籍者で15日以内
の滞在であれば中国のビザは不要。

　中国側の玄関口である拱北（ゴンベイ）
には、とくに見所となる観光スポットはな
いものの、マカオとは一変する街並みや雰
囲気を体験するだけでも楽しめる。
　1999年のマカオ中国返還から10年。世
界でも珍しい「一国二制度」の特徴を知る
には格好の素材だ。パスポートにも出入国
のスタンプが捺され、旅の記念にもなるだ
ろう。

タルプレーヤーなどにダウンロードすれば
手軽に持ち歩くことができる。海外の自由
行動では言葉の問題が大きな課題となる
が、ウォーキングマップとオーディオガイ
ドがあれば、日本人ガイドの同行なしにマ
カオ街歩きの魅力が堪能できる。

ねてレストランとホテルも併設
しており、料理体験プログラム
で学んだメニューをその場で味
わうこともできる。レストラン
の味には定評があり、地元の人
も多く通うほど。内装や雰囲気
も高級レストランに引けを取ら

ないほど充実しており、教育旅行での利
用だけでなく、一般ツアーでも活用でき
るだろう。
　同学院には現在約1000 名の学生が在
籍、日本人の講師も3名在籍しているとい
う。基本的に学校のカリキュラムが優先
されるため、各種体験プログラムはリク
エストベースで受け付ける。

　2007年に週2便で関空−マカオ間の定
期便運航を開始したマカオ航空。2008年
7月には週7便のデイリー運航に拡大し、
マカオへのアクセスで大きく利便性を高
めている。
　同航空では今年5月10日からスケジュ
ールを変更し、日本からの往路（NX837
便）はマカオ着20時00分に変更、以前は
マカオ到着が23時55分と深夜だったこと
から、到着後のホテルへのアクセスも便
利になっている。また、東京（羽田）から
アクセスする場合でも、関空到着が15時
30分となったことで、国内線に乗り継い
でも早い時間帯に羽田到着が可能になっ
ている。
　関空−マカオ間はエアバス321型（ビジ
ネスクラス16席、エコノミークラス162
席）、または同319型で運航、機内食をは
じめフルサービスを提供する。
　来年3月の成田空港第2滑走路延長後
は、成田−マカオ間の定期便就航も計画
している。

日本とマカオを結ぶ2つの翼

成田・関空から
ダイレクトアクセス

　マカオで2006年に誕生したビバマカオ
航空は、2007年12月から成田−マカオ間
に就航、現在プログラム・チャーター便と
して週2便（水・土曜日）を運航している。
　同航空は“必要なサービスを必要なだ
け提供する”をコンセプトに、機内でのサ
ービスを完全に有料化。機内食（50HKド
ル）や飲み物（10HKドル～）、ブランケ
ット（40HKドル）等を有料とすることで、
魅力的な運賃価格を実現している。とく
に客室乗務員のホスピタリティ精神は特
筆すべきもの。笑顔とフレンドリーな応
対は、心地よいマカオまでの移動時間を
提供してくれる。日本路線には日本人客
室乗務員も搭乗、言葉の面でも安心だ。
　現在、成田
線の機材はボ
ーイング767
型機を使用、
プレミアムク
ラスとエコノ
ミークラスの
2クラス制を
採用し、プレ
ミアムクラスでは食事やドリンク類を無料
としている。今年1月から個札限定販売
（エアオンリー）も開始、首都圏からのア
クセスで高い利便性を提供している。

マカオ航空
〜関空からマカオへ毎日運航〜

ビバマカオ航空
〜クルーのホスピタリティが魅力〜

ザビエル教会の中
には宣教師が活躍
した時代の様子も
紹介されている

毎年5月に開催される「ドラゴンボートレー
ス」。他にも魅力的なイベントが多数

マカオ観光の中心となる「セナド広場」。夜でも人通りが途絶えず、ライトアップされ
た街を安心して楽しめるのもマカオの魅力だ

中国側から見た拱北の出入境審査場。地下に
は巨大なショッピングアーケードがある


